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中間とりまとめ

名古屋駅駅前広場の再整備プラン



「世界の目的地となる名古屋の顔づくり」に向けて

　初代名古屋駅は、明治19年に現在の笹島交差点付近に建設され、当時の名古屋区長吉田
禄在による東海道線計画の実現により、駅と名古屋港とをつなぐ中川運河とともに、名古屋の
暮らしとものづくりの発展の基盤を築いてきました。
　昭和12年には、笹島から現在の位置に新築移転され、竣工当時は「東洋一の駅ビル」と
言われ、名古屋の玄関口として多くの市民から親しまれてきました。また、昭和39年には、東海道
新幹線が開業し、以降現在まで名古屋駅は発展し続けてきました。
　
　東京・名古屋・大阪の3大都市圏は、2027年に東京－名古屋間、また2045年には大阪まで、
リニア中央新幹線によって結ばれる予定となっており、ひとつの巨大な都市圏が誕生します。
名古屋市では、圏域の真ん中に位置する立地のポテンシャルを活かし、多くの人に名古屋の
まちを訪れていただけるように、名古屋の魅力的な文化や芸術などを積極的に発信していき
たいと考えています。
　現在、木造復元を進めている名古屋城天守閣は、世界にひとつしかないシンボルになり、
市民の誇りになると思います。リニア開業という空前のチャンスを逃がさず、名古屋のまちを
盛り上げていきます。また、名古屋の大きな魅力のひとつには、食文化もあります。名古屋駅に
ほど近い柳橋市場の新鮮な食材や近年注目を集めているなごやめしなど、名古屋の食文化を
世界に発信していきたいと考えています。
　皆さまに名古屋に来ていただき、名古屋駅から「あそこへ行ってみようか」と思っていただけ
るよう、名古屋城や柳橋をはじめ、大須、四間道、円頓寺、納屋橋、堀川など名古屋駅周辺の
観光名所と連携し、駅とまちが一体となった回遊空間の形成に取り組んでまいります。
　リニア開業に向けて、多くの人に足を運んでいただくために、名古屋が世界の目的地となる
よう、まちのにぎわいづくりに取り組むとともに、玄関口である名古屋駅が名古屋の顔となる
よう、駅前広場の再整備を進めていきます。
　
　この「名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）」をもとに、名古屋駅の駅前広場
における、「世界の目的地となる名古屋の顔づくり」について、皆さまから広く意見を伺いながら
引き続き検討を進めてまいりますので、今後とも、ご理解とご協力をお願いいたします。
　
平成31年1月

デスティネーション ラ ンド マ ーク
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1.  目的・位置付け

2027年リニア中央新幹線開業（予定）を機に世界都市にふさわしい
まちづくりを推進するため、名古屋駅周辺におけるまちづくりの基本
方針を掲げ、駅前広場の整備をはじめ、各交通施設について、今後の
整備内容を具体化するための方向性を示してきました。
また、統一感のある質の高い象徴的な空間形成を実現するため、
トータルなデザイン形成に向けた検討を進めています。

『名古屋駅駅前広場の再整備プラン【中間とりまとめ】』2027年リニア中央新幹線開業（予定）に向けて
名古屋駅周辺まちづくり推進懇談会
平成27年3月～

名古屋駅周辺まちづくり構想　平成26年9月策定  
まちづくり構想に掲げる主要プロジェクトのうち、交通基盤関連プロジェクトを中心に各交通施設について、
今後の整備内容を具体化するための方向性を示しています。

名古屋駅周辺交通基盤整備方針　平成30年3月策定

会議風景

リニア中央新幹線開業後のまちを見据え、多様な主体がまちづくりを進めるための共通目標となる基本方針と
具体的な取組を示しています。

まちづくり構想や交通基盤整備方針における名古屋駅の将来の考え方や方向性等をもとに、これまで
協議や検討を進めており、現時点における検討内容のとりまとめとして
駅前広場の再整備の基本コンセプト／東側エリアの再整備の方向性／西側エリアの検討の方向性等に
ついてお示ししています。
本再整備プランをもとに、市民や民間事業者、まちづくり団体等のご意見を取り入れながら、引き続き
検討を進め、実現に向けて取り組んでいきます。
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モニュメント「飛翔」
市政100周年であるこの年に｢過
去から未来への発信｣をもとに
｢縄｣をイメージして造られました

東京～名古屋間が約40分で結ばれることと
なります。現在名古屋駅では、開業に向けて
着々と工事が進められています。

2027年（予定） 
リニア中央新幹線開業 (東京～名古屋)

高さ240mを超えるツインタワーのＪＲセントラ
ルタワーズが開業しました。この後駅周辺に
おいて再開発ビル等の建設が進んでいます。

1999年[平成11年]
ＪＲセントラルタワーズ開業

2000年代竣工の主なビル
ミッドランドスクエア
大名古屋ビルヂング
ＪＲゲートタワー  など

名古屋停車場が、木造平屋建てで建てられま
した。現在の名古屋駅の約200ｍ南(笹島交
差点付近)に位置していました。

1886年[明治19年]
初代名古屋駅開業

戦後、名古屋駅の東側でビルの開発が進めら
れました。また、1957年[昭和32年]には、名古
屋～栄間において地下鉄が開業しました。

1950年代の
名古屋駅周辺の様子　

名古屋駅が現在の位置に移転し、地上６階
地下１階の駅ビルが建てられました。竣工当
時、その規模は東洋一と言われていました。

新幹線開業を機に、地元の方々の協力・連携
のもと、西側の駅前広場の整備等が行われ
ました。

1937年[昭和12年]
名古屋駅新築移転　

1964年[昭和39年]
東海道新幹線開業　

現在の名古屋駅乗降
客数鉄道利用者数

約124万人／日

東京～大阪間でリニアが開業すれば３大都市圏が約１時間で結ばれ、
巨大な都市圏「スーパーメガリージョン」が誕生し、約7,000万人の交流圏が
生まれます。

2045年 リニア中央新幹線延伸（予定） (東京～大阪)　

大 阪 東 京名古屋
長野

静岡

山梨
大 阪 東 京名古屋

約7000万人交流圏

愛知・岐阜・
三重

1990万人 3562万人215万人 86万人1135万人

377万人

138分 67分
現  在 東京～大阪間開業後
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2.  名古屋駅周辺の歴史と将来

※平成28年度名古屋市統計年鑑

©Central Japan Railway Company. All rights reserved.

 兵庫・京都・
奈良・滋賀

神奈川・
千葉・埼玉

東海道本線（特急） 東海道新幹線（こだま） 東海道新幹線（のぞみ） リニア中央新幹線

1950年代竣工の主なビル
名鉄百貨店・
毎日ビル・豊田ビル など

約2時間30分 約1時間40分 約40分
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世界遺産(白川郷) 岐阜 高山
◎昇龍道プロジェクト

◎インバウンド需要を支える
◎2019年目標 1,500万人/年

◎貿易黒字額日本一
　6兆8,765億円
　（Ｈ29年貿易統計）

◎自動車を中心とした
　産業の一大集積地

伊勢神宮

リニア
中央新

幹線
東海道新幹線

豊田市周辺

名古屋駅名古屋駅
40分
東京

27分
大阪

中部国際空港
28分

中部国際空港

名古屋港
30分
名古屋港

約150分約150分

約50分約50分
約90分約90分

高速道路（供用済） 高速道路（事業中）

名古屋駅周辺を中心とした広域ネットワーク
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■東側エリア

駅前広場の課題

乗換先やまちへの見通し・動線の阻害乗換先やまちへの見通し・動線の阻害

車の動線交錯による安全な交通の阻害車の動線交錯による安全な交通の阻害

駅とまちのつながりが希薄駅とまちのつながりが希薄

ターミナル駅にふさわしい風格や魅力が不十分ターミナル駅にふさわしい風格や魅力が不十分

名 駅 通 名 駅 通

タワーズガーデン

飛  翔

ＪＲセントラルタワーズ

ＪＲゲートタワー 愛知県
信用保証協会

ニッセイ
名古屋駅西ビル

ミッドランドスクエア

名鉄百貨店

大名古屋ビルヂング

東 海 道 新 幹 線

平成23年2月撮影

まちへの見通し・動線の阻害まちへの見通し・動線の阻害

車の動線交錯による安全な交通の阻害車の動線交錯による安全な交通の阻害

バスの路上乗降による利用者の安全性の低下バスの路上乗降による利用者の安全性の低下

ターミナル駅にふさわしい
魅力や都市機能が不足
ターミナル駅にふさわしい
魅力や都市機能が不足

3.  現状と課題

駅前のロータリー交差点や一般車降車場・タクシー乗降場の配置により、駅前空間が狭く、また、まちの
発展に伴い、人のための空間やまちとのつながりが不足してきています。

駅前広場の課題

西側の駅前空間は、歩行者空間が狭いことなどにより、駅とまちが分断されており、まちとのつながりや
回遊性が乏しい空間となっています。

■西側エリア
N

椿 町 線

駅前広場の現状 駅前広場の現状

平成23年2月撮影

0m 50m 100m

N

0m 50m 100m
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0m 100m 200m

N

椿

町

線

名

駅

通

中 央 コ ン
コ ー ス

リ ニ
ア 中 央 新 幹 線

ミッドランド
スクエア

大名古屋
ビルヂング

JPタワー
名古屋

JRゲートタワー

名古屋駅西銀座通商店街

名鉄名駅
再開発計画

椿
神
明
社

広 小 路 通

太 閤 通

桜 通ターミナル
スクエア1

ターミナル
スクエア2ターミナル

スクエア4

ターミナル
スクエア5

ターミナル
スクエア1

ターミナル
スクエア2

ターミナル
スクエア3
ターミナル
スクエア3

ターミナル
スクエア4

ターミナル
スクエア5

■これからの名古屋駅に求められるもの ■整備の基本的な考え方／イメージ

スーパーターミナル駅にふさわしい高い機能性の発揮 と  

　　　　　　　　    　　　世界の目的地となる名古屋の新しい顔づくり

乗換先など各方面が一目で見渡せ、上下移動
も円滑にできる、地表レベルを基準とした広場
空間「ターミナルスクエア」の整備を図ります。
動線を出来る限り直線的にすることで、快適に
移動しやすい空間形成を図ります。

乗換利便性を向上させる
「ターミナルスクエア」の整備

駅周辺では様々な交通施設が集中している
ため、必要となる各交通施設を効果的に配置
するなどにより、より安全にかつ円滑な利用が
可能となるよう、スーパーメガリージョンの交通
拠点としての総合交通結節機能の充実と再編
を図ります。

総合交通結節機能の充実と再編

大規模地震時等に備え、一時退避場所や支援
活動の拠点等として必要なオープンスペース
等や安心・安全に避難誘導が可能な空間の
確保、案内機能等を活用した情報提供等、
防災性の高い空間の確保を図ります。

大規模地震等に備えた
防災性の高い空間の確保

■整備の基本的な考え方

動線上の段差が多く、乗換先が視覚的にわかりにくいなど、スムーズな乗換が
困難となっており、誰もが利用しやすい乗換空間としていくことが必要です。快適な乗換空間

風格や魅力に乏しく、また、人が集い、憩える空間が不足していることから、
ターミナル駅にふさわしい空間づくりを進めていくことが求められています。

名古屋駅周辺地区は、スーパーメガリージョンのセンターに位置する交通拠点とし
て、鉄道や高速道路のネットワーク等を最大限に活かすことが求められています。

スーパーメガリージョンの
交通拠点

ターミナル駅に
ふさわしい空間

バリアフリー等の視点に基づいた主要な乗換動線におけるエレベー
ター等の充実、案内サインの多言語対応、IoT、AI技術等の活用を視野
に入れた案内機能等の導入など、利便性の高い空間を目指します。

凡  例 ターミナルスクエア 見通し・動線の確保 「人中心」の駅前広場 周辺地域との連携

関連プロジェクト : P17

関連プロジェクト : P18

関連プロジェクト : P18

リニア駅上部空間や周辺地域のまちづくりと連携する
ことで、駅前広場の交流・文化・にぎわいが、まちへと
波及し、駅とまちが一体となった回遊空間を形成します。

駅前広場からまちへの波及

ユニバーサルデザイン等に
基づく空間形成

【新たな駅前広場の主な機能等】

空間イメージ
平面： 断面：駅・改札

まち まち

駅・改札 駅・改札

まち

ターミナルスクエア

ターミナルスクエア

交通結節

案内

快適性・利便性 文化の体験・発信

ユニバーサルデザイン

まちへの回遊の起点

4.  基本コンセプト

高速道路とのアクセス性の向上

東西ネットワークの強化

名駅通の歩行者空間の拡充
駅へのアクセス性の改善

「車中心」に利用されてきた駅前広場について、
「人中心」の駅前広場に再編することで、人々
の交流やにぎわいの創出等を図ります。また、
駅前広場の中心に、名古屋の有する地域性を
活かすなど、象徴的な広場を設けます。

「名古屋の新しい顔」として
生まれ変わる駅前広場

民間企業や地域のまちづくり団体等と連携し、
名古屋・中部圏の有する歴史文化、豊かな自然
環境、最先端の環境技術等に関する、多彩な
演出やイベント等を行い、名古屋らしさや文
化等、様々な情報を発信する拠点としての活用
を図ります。

名古屋らしさや文化の体験と情報発信

交流・文化・にぎわいをまちへと波及させるため、
リニア駅上部空間の新たな広場や、地域資源
等を活かした周辺のまちづくりと連携し、駅と
まちが一体となった回遊空間の形成を図る
ことで、世界の人々から「訪れたいまち」となる
ことを目指します。

駅前広場からまちへの波及

関連プロジェクト : P17

リニア駅周辺の面的整備象徴的な広場

にぎわい創出

乗換先など各方面が一目で見渡せ、上下移動も
円滑にでき、案内機能も備えた乗換空間として、
地上レベルを基準に、駅前広場の主要な乗換動線
が交差する箇所に設けます。また、演出やイベント
等の活動の場、情報発信の拠点、まちへの回遊の
起点等としての役割も果たします。
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